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1. 平成30年3月期第1四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第1四半期 4,124 △28.6 △639 ― △604 ― △414 ―

29年3月期第1四半期 5,773 △3.4 △191 ― △155 ― △80 ―

（注）包括利益 30年3月期第1四半期　　△478百万円 （―％） 29年3月期第1四半期　　△192百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第1四半期 △32.28 ―

29年3月期第1四半期 △5.47 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第1四半期 17,332 9,201 50.7

29年3月期 19,098 9,809 48.7

（参考）自己資本 30年3月期第1四半期 8,790百万円 29年3月期 9,296百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00

30年3月期 ―

30年3月期（予想） 0.00 ― 10.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 9,900 △12.4 △500 ― △400 ― △250 ― △19.45

通期 23,500 △9.9 550 103.5 700 71.3 500 252.3 38.90

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 (3)四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会

計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期1Q 14,700,000 株 29年3月期 14,700,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期1Q 1,846,131 株 29年3月期 1,846,131 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期1Q 12,853,869 株 29年3月期1Q 14,673,817 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間の日本経済は、海外経済における不確実性リスクは依然として継続しているものの、

企業の設備投資や雇用環境の改善等を背景に緩やかな回復基調にあります。

 当社をとりまく市場動向につきましては、主要顧客である電力業界における原子力発電所の稼働停止等による発

電コスト増大の影響が長期にわたり継続しており、またここ数年来継続しておりました当社に関連する電力自由化

に伴うスマートメーター・スマートグリッド関連機器への投資も一巡しました。

 当第１四半期連結累計期間の売上高につきましては、ネットワーク工事保守が堅調に推移したものの、情報通信

機器製造販売が大幅に減少したため、41億24百万円（前年同期比28.6％減）となりました。

 損益につきましては、営業損益は６億39百万円の損失（前年同期比４億47百万円損失増）、経常損益は６億４百

万円の損失（前年同期比４億49百万円損失増）、親会社株主に帰属する四半期純損益は４億14百万円の損失（前年

同期比３億34百万円の損失増）となりました。

 

 以下、セグメントの概況をご報告いたします。

 

〔情報通信機器製造販売〕

 スマートメーター・スマートグリッド関連機器が大幅に減少したため、売上高は前年同期より42.2％減の24億

88百万円となり、セグメント損益につきましては、２億63百万円の損失（前年同期比５億17百万円減）となりま

した。

 

〔ネットワーク工事保守〕

 光通信線路工事が増加したため、売上高は前年同期より11.1％増の16億35百万円となり、セグメント損益につ

きましては、３億86百万円の損失（前年同期比74百万円の損失減）となりました。

 

(2) 財政状態に関する説明

（資 産）

 当第１四半期連結会計期間末における資産の残高は、前連結会計年度末に比べ17億65百万円減少し173億32百万

円となりました。これは主に、仕掛品が10億76百万円増加したものの、受取手形及び売掛金の回収により29億14百

万円減少したことによります。 

 

（負 債）

 当第１四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べ11億58百万円減少し81億30百万円

となりました。これは主に、短期借入金の返済により４億円減少、未払金が３億４百万円減少、賞与引当金が３億

65百万円減少したことによります。

 

（純資産）

 当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ６億７百万円減少し92億１百万

円となりました。これは主に、配当金の支払１億28百万円及び親会社株主に帰属する四半期純損失４億14百万円を

計上したことによります。

 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当社グループは、事業の関係から、情報通信機器、工事保守の完成引渡しが第４四半期連結会計期間に集中して

いるため、第１四半期から第３四半期における各連結会計期間の売上高に比べ、第４四半期連結会計期間の売上高

が多くなるといった季節的変動がありますが、今般は特にスマートメーター・スマートグリッド関連機器の売上が

通年を通して平準化されていることから、同変動が緩和する傾向にあります。

 連結予想につきましては、平成29年５月12日の決算短信で公表しました第２四半期連結累計期間及び通期の業績

予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

(1) 四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,793,218 4,682,580 

受取手形及び売掛金 5,160,296 2,245,831 

電子記録債権 422,266 509,868 

商品及び製品 292,839 350,536 

仕掛品 1,856,460 2,932,578 

原材料及び貯蔵品 133,763 166,850 

その他 887,919 921,745 

貸倒引当金 △11,872 △4,180 

流動資産合計 13,534,890 11,805,810 

固定資産    

有形固定資産 3,009,734 2,956,744 

無形固定資産 344,581 353,482 

投資その他の資産    

その他 2,210,084 2,217,385 

貸倒引当金 △856 △856 

投資その他の資産合計 2,209,227 2,216,528 

固定資産合計 5,563,544 5,526,755 

資産合計 19,098,435 17,332,566 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,255,314 1,992,317 

電子記録債務 94,338 96,310 

短期借入金 550,000 150,000 

未払法人税等 45,531 25,197 

未払消費税等 53,845 39,393 

賞与引当金 723,144 357,333 

役員賞与引当金 21,375 － 

工事損失引当金 21,000 103,513 

その他 1,608,427 1,517,409 

流動負債合計 5,372,977 4,281,475 

固定負債    

役員退職慰労引当金 114,375 106,786 

退職給付に係る負債 3,697,909 3,637,447 

資産除去債務 85,613 85,613 

その他 18,383 19,589 

固定負債合計 3,916,281 3,849,437 

負債合計 9,289,259 8,130,912 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,708,389 2,708,389 

資本剰余金 1,447,910 1,447,910 

利益剰余金 5,873,318 5,329,834 

自己株式 △571,249 △571,249 

株主資本合計 9,458,368 8,914,884 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 177,824 199,848 

退職給付に係る調整累計額 △339,895 △324,263 

その他の包括利益累計額合計 △162,071 △124,415 

非支配株主持分 512,878 411,184 

純資産合計 9,809,175 9,201,653 

負債純資産合計 19,098,435 17,332,566 
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 5,773,886 4,124,171 

売上原価 4,829,093 3,610,164 

売上総利益 944,792 514,007 

販売費及び一般管理費 1,136,700 1,153,108 

営業損失（△） △191,907 △639,101 

営業外収益    

受取利息 68 554 

受取配当金 8,816 9,058 

受取賃貸料 14,253 13,825 

貸倒引当金戻入額 8,390 7,691 

その他 7,220 5,970 

営業外収益合計 38,750 37,100 

営業外費用    

支払利息 458 664 

為替差損 － 800 

その他 1,542 1,348 

営業外費用合計 2,000 2,814 

経常損失（△） △155,157 △604,816 

特別利益    

受取補償金 － 13,662 

特別利益合計 － 13,662 

税金等調整前四半期純損失（△） △155,157 △591,154 

法人税等 42,056 △77,325 

四半期純損失（△） △197,213 △513,828 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △117,002 △98,883 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △80,210 △414,945 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純損失（△） △197,213 △513,828 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △11,238 22,935 

退職給付に係る調整額 15,921 11,909 

その他の包括利益合計 4,683 34,845 

四半期包括利益 △192,530 △478,983 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △66,821 △377,289 

非支配株主に係る四半期包括利益 △125,709 △101,694 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（セグメント情報）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
 

情報通信機器 
製造販売 

ネットワーク 
工事保守 

売上高      

外部顧客への売上高 4,301,538 1,472,347 5,773,886 

セグメント間の内部売上高又は振替高 38,710 69,560 108,270 

計 4,340,249 1,541,907 5,882,157 

セグメント利益又は損失（△） 254,218 △460,918 △206,699 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 △206,699  

セグメント間取引消去 14,791  

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △191,907  

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
 

情報通信機器 
製造販売 

ネットワーク 
工事保守 

売上高      

外部顧客への売上高 2,488,210 1,635,961 4,124,171 

セグメント間の内部売上高又は振替高 92,150 55,306 147,457 

計 2,580,361 1,691,267 4,271,628 

セグメント損失（△） △263,206 △386,743 △649,950 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 △649,950  

セグメント間取引消去 10,848  

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △639,101  

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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